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一一睡1
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洵
１
淳
一
１
漕
丿
渓
沼
］

―
－
－
７
Ｊ
ｈ
Ｍ
Ｊ
ノ
ト
ド
に
硝
に
言

四蓼！

!電･
‐
μ
努
祭
、
咄
城
住
民
な
ど
関
何
回
体

’
り
的
―
り
Ｑ
払
か
罫
㈲
‐
）
り
わ
れ
ま

　
た

　
訓
練
ｊ
、
ｊ
凧
図
ど
Ｍ
よ
り
泌
城
警

Ｍ
’
‘
冗
八
ｙ
‐
わ
、
戈
・
心
．

－

瓦
唄
隋
な
池

　
4
a
'
F
l
i
l
．
・
』
り
’
八
め
川
西
地
区
人
－

－
り
Ｉ
’
Ｉ
出
札
『
怖
り
に
Ｆ
心
肖
れ
て

Ｍ
焼
仇
人
心
”
・
か
か
あ
る
Ｉ
い
想
に

Ｊ
阿
一
‘
、
り
ま
Ｌ
’
‘

－
・
り
訓
一
’
Ｌ
木
唇
べ
、
‘
ｌ
力
ぃ
の
緊

丿
眠
の
中
、
き
Ｉ
じ
き
び
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｆ
ｎ
価
て

り
わ
ｎ
ま
し
ａ

｀-

?!.，　　　　

｜

①

□
災
害
に
僧
え
て
く
だ
さ
い
。

―

ぺ
矩
吸
’
ａ
況
り
‥
が
起
き
た
と
き
ま
ｉ

ｔ
、
－
分
．
Ｌ
目
分
の
身
を
り
心
な
く
て

ー
’
７
ｉ
ｌ
ん
、
で
ｇ
た
め
・
に
む
、
ｊ

良
″
欧
Ｈ
ｔ
、
Ａ
判
面
、
に
″
―
‘
医
療

日
－
な
ふ
一
同
ｂ
瓦
乙
ゼ
曹
て
Ｔ
あ
ま
ね

中
Ｉ
Ｌ
一
遊
資
に
気
障
か
旧
名
の
で
、
£

乙

｀●㎜



盲

死

安
晨
心
眼
に
ま
と
め
、
す
ぐ
に
取
り
出

む
『
Ｑ
こ
一
一
ろ
Ｉ
Ｉ
置
ｊ
ま
Ｉ
ｉ
つ

　
食
料
ｕ
、
―
口
分
は
巳
Ｑ
だ
Ｉ
Ｉ
い
わ

Ｊ
Ｑ
ｏ
４
･
Ｒ
Ｆ
て
㈹
恰
ぶ

２
７
９
‐
ｒ

ｘ
４
Ｑ
ｇ
ｉ
Ｑ
入
Ｑ
ぐ
１

Ｉ

７
り
扶
育
に
Ｊ
。
て
は
、
皆
さ
ん

ぃ
地
域
ｏ
μ
一
隅
幼
が
り
／
ヽ
に
け
り
れ

‐
.
.
1
7
1
1
‐
1
:
;
4
c
s
’

1
1
’
‐
s
a

｜|･:i; ,I.all.|
．
地
域
の
皆
さ
λ
べ
Ｕ
大
、
戟
出
、

ｒ
Ｑ
Ｌ
ら
ぷ
幼
に
取
り
短
九
．
ｆ
‐
い
！

1
/
U
Q
か
あ
り
ま
ｉ
肢
体
‐
を
酸
小

〃
ｊ
Ｌ
一
佇
Ｑ
た
め
Ｉ
地
域
Ｕ
民
Ｊ
ｊ

'
｜
'
f
力
し
ａ
っ
一
一
Ｌ
一
恒
石
弓
欠
’

―　
図
り
１
口
Ｉ
Ｉ
リ
、
吸
！
地
霖
迪
和
が

川
治
さ
れ
£
し
ｰ
!
“
|
」
れ
は
、
強
い
拙

れ
が
１
９
明
に
・
ｒ
レ
ビ
ー
で
が
前
に
お

知
ら
せ
吋
る
も
の
石
す
速
報
か
凶
れ

″
ら
、
目
勺
か
い
る
喝
町
の
状
況
を
把

４
１
１
．
、
、
慌
ｒ
す
に
ｎ
鋤
し
こ
く
だ
さ

　
・
タ
ー
細
ぶ
Ｉ
に
聞
き
し
ｒ
』
か
ら
、
強
い
揺

￥
％
く
・
り
ま
７
』
９
時
間
か
数
匈
か
り
岐

’
ゆ
Ｉ
か
£
り
ま
せ
ぺ
そ
い
短
い
間

‐
身
心
ｆ
る
た
め
の
旬
勣
を
と
る
ど
き

-



一

未来のために今、

　　　カタヂに残る取り組みを・・・

　　　　　　　‘塵油･忿･瑞浪保全良上刻撞実施申!|-

　
町
内
Ｓ
集
落
の
参
加
。
に
よ
る

「
農
地
『
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
』

も
『
咄
ま
り
て
か
Ｉ
り
半
年
が
た
ち

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
集
落
で
は
と
ん
な

取
り
締
み
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
７

　
今
回
は
『
各
地
区
の
取
り
組
み

を
一
級
に
注
目
し
て
こ
紹
介
を
し

ま
す
。

　
一
堵
』
水
’
環
境
保
全
向
上
対

策
で
は
こ
ん
な
目
的
で
良
一
の
看

板
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

一
『
農
村
環
境
向
上
活
動
に
対
し

て
、
地
域
住
民
の
方
々
の
理
解

を
深
め
る
た
め
。

ニ
、
活
動
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
。

一
一
一
、
集
落
の
活
動
組
織
を
Ｐ
Ｒ
す

　
る
た
め
。

各
地
区
の
取
り
組
み

１
書
本
環
境
保
全
数

ａ
次
記
色
物
４
ト
ー
｛
ト
ゲ
チ
ョ
｝
が

１
吐
づ
る
Ｉ
木
区
で
は
、
イ
ト
ー
ョ
の
り

ｇ
地
か
八
っ
た
集
落
案
内
霧
．
恢
を
鐙
霞

Ｌ
ま
し
た
．

２
・
―
牛
沢
環
一
課
金
委
員
禽

　
ｌ
の
植
栽
に
よ
り
奏
落
を
笑
し
く
、
ホ

　
ジ
ル
の
ほ
む
水
路
を
き
れ
い
に
保
つ
取

　
り
組
み
を
Ｉ
．
て
い
る
竹
沢
区
で
は
霖
板

　
に
よ
り
回
心
を
よ
ひ
か
け
て
い
ま
ｉ
、

４
沖
環
境
保
全
協
礒
一

　
植
竹
怪
聞
。
に
よ
″
’
『
魚
の
咆
ｇ
‐
系
ｊ
り
Ｉ

　
わ
。
て
き
ま
Ｌ
Ｉ
こ
邱
区
で
は
ー
嚢
ぶ
』

　
柘
ん
で
、
氷
を
せ
き
ｄ
め
、
魚
の
す
め

　
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
１
す
’

♭
見
明
環
境
條
童
委
員
会

ほ
喝
区
で
は
、
「
自
分
遠
の
黛
落
は
自

分
た
ち
Ｑ
ｙ
ダ
ー
る
’
と
い
Ｉ
’
応
謐
を

６
仮
で
＆
脱
し
て
い
ま
す
。

５
暮
方
地
域
脆
地
・
水
・
環
境
を
守
る
会

集
落
の
花
を
自
分
達
で
決
め
、
堅
落
内

に
は
花
か
い
″
ぽ
い
に
な
り
ま
Ｉ
’
‐
、
。

そ
の
運
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
ｔ
、

Ｕ

　
－
ｒ
－
－
ｊ
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今
ｉ
ｉ
ｓ
ｓ
て
ｉ

　
　
吟
唱
１
９
ｓ
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ｊ
一

【問い合わな先会潭坂下町役場哩業部屋林扱陶班TEL混一１５０５】
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今年もますます元気アップ↑,.I
－

‐
‐
．

１
ｒ
ｙ

S
s
i
"

曹
ｙ

．
Ｚ
一

Ｓ
。

5
:

r4’

４

◇
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
元
気
ア
Ｊ
ブ
敏
一
（
Ｘ
－
バ
ー
マ
ル
コ

体
操
運
動
教
室
）
も
２
年
自
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
一
二
〇
名
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

毎
週
火
１
日
に
午
前
と
午
後
の
２
回
、
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◇
ス
ー
バ
ー
マ
ル
コ
体
操

高
齢
肴
の
方
か
一
度
に
生

活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

朕
カ
ー
体
力
を
つ
け
る
た
め

の
最
適
な
勣
き
で
燐
成
さ
れ

て
い
ま
す
．

ｙスＦ５クタ

菊池章式氏

◇
認
知
症
予
防
・
脳
を
剌
激
し
ま
す

　
運
動
は
脳
の
働
き
を
刺
激
し
ま
す
、
教
室
で
は
毎
回

ア
ク
ｙ
ョ
ン
ジ
ャ
‘
ｙ
ケ
‘
ン
（
勝
ち
・
負
け
・
あ
い
こ
に

よ
っ
て
異
な
る
動
き
を
し
ま
す
）
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
瞬
時
の
判
断
が
要
求
さ
れ
、
と
て
も
一
の
活
性
化
に

役
立
っ
て
い
ま
す
．
普
段
か
・
り
哭
奴
の
絶
え
な
い
教
一

で
す
か
こ
の
と
き
は
会
場
い
ワ
ぱ
い
に
笑
顔
が
広
が
り

ま
す
．

・７φり・・り●Ｊケン

●●･●僣|こ幽I･i･1一、てE･塵営

ｌ閥●１．７●ゐａＳ£ｇ・魏lj』･、

Ill.L、j･U1●●●|・L･111す．

◇
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
・

　
年
を
糞
ね
る
に
つ
れ
、
筋
力
‘
バ
ー
フ
ン
ス
感
覚
・

体
力
Ｉ
回
復
力
な
と
の
身
体
助
力
・
身
体
禰
能
か

侭
Ｔ
し
ま
す
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
し
か
た
の
な
い

こ
と
で
す
。

し
か
し
、
転
倒
な
ど
の
ケ
ガ
や
病
気
か
き
っ
か
Ｉ

け
て
体
を
動
か
さ
な
く
な
る
と
体
の
琴
ｇ
が
持
つ

本
果
の
機
能
か
浹
わ
れ
て
い
く
状
態
。
に
陥
り
ま

す
ご
｀
れ
を
『
商
用
性
症
候
群
』
と
い
い
ま
す
。

人
間
は
咄
き
て
動
く
た
め
に
各
各
一
か
努
力
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
、
寝
て
い
る
と
そ
の
必
葵
が
な

い
た
め
、
や
が
て
勤
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

寝
た
き
り
は
こ
の
状
態
を
ど
ん
と
ん
進
め
ま
す
。

　
・
』
う
な
る
前
に
日
常
か
・
り
過
度
な
運
動
を
む
が

け
る
こ
と
で
身
体
機
能
を
維
持
し
、
い
つ
ま
で
も

若
々
し
く
ご
瓦
気
に
生
活
を
し
一

ま
し
よ
一
つ
。
一

　
　
－
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町民総参加で協働のまちづくりを推進！

一見ご金

Ｓ畠査座●

　i°,.ii伺７一･

　!7S11

゛
成
氾
年
度
の
決
算
が
、
９
月
の
定
例
会
ご

平

満
決
・
認
定
ｅ
ｎ
ま
し
瓦
。

　
昨
年
度
の
９
退
会
‘
。
ｓ
に
入
Ｄ
て
ー
た
Ｅ
宝

（
吸
入
）
は
、
Ｚ
３
億
３
『
８
８
２
万
口
、
瓦
払
・
ン

瓦
お
金
（
歳
出
）
は
』
／
Ｑ
唇
５
３
９
０
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【

そ割り)父i｣金

　26S伍哨肖

地力ほ可視

，゛たH田丿月円

　G5昿

●国画●

　73億3,862万円

　〔警通会計〕

づ
十
づ

哨収ﾉ

　4､ai乙乙ｔＦ(５９瓦･

一ぷ命

　2S504万円G5%J

禅入金

　２１３５０万円(29％I

使用料及び手数料

　９６３／ワ円(2/知

刻限lp、

　4649万円(06％)

分担金かひ負担金

　１削5万円(02知

寄附金

　　300万円(01矧

】は町民１人当たりの金額人口18､049人（H18､10.1現在）･
一一一一

通辞､橋の整偉に

⊇

il

l･iF衆第一地区土地区画

且

Ｅ

･-(二

一触的な學務に

106,588万円

　　{15,1％}

【59,055円】

皿l霖Ｓ㎜

'昌雪ａｙ

･電算管理興

1632/万円

｡ミH･･､ご旨ｚ

､ｅ。ｕＪ３ミ

■地瓦集会所建設

雲ミ

　　　　500乃円

福祉増進のために

111,M7万円

　　　(15 9%)

　【62,024円】

l-㎜

･゜““j｀S･;
s,。

･"゛“?Zt。

･IA･゜^瓢｡。

･■iill｀●槽1

l

i

S.S173同

･･･写抱　

11,5711同

議●豊9.7帥万円（1､4％）労働雙詞9万円（0¶％）

学校､社会教育の充実に

　138､845万円

　　(197%)

　【76.927円】

　聞

皿ＥＺ-

右記

一回ごIUUで7

【12,1S円j

'-



45創

平成18年度 決算の状況

哉？匹1,り円〔17％.

・97897円fl乙褐

人
件
倆
を
は
Ｉ
し
め
と
す
る
経
常
紅
霞
の
節
減

ご
国
営
会
沫
宮
川
二
期
咄
区
か
ん
が
い
排
水

事
業
建
設
負
担
金
か
な
く
な
ー
瓦
瓦
め
で
す
。

-國●

　　70億5,330万円

　　(普通会計)

【
歳
入
】

　
人
○
の
減
や
制
度
の
改
正
に
よ
り
地
方
交

付
税
が
年
々
減
額
さ
れ
Ｃ
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
則
政
負
担
の
経
減
を
目
指
し
た
吻
政

混
月
・
に
よ
り
町
價
の
借
入
や
繰
入
金
に
よ
る

歳
入
を
少
な
く
し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
？

悒
２
、
ｏ
ａ
９
乃
円
の
減
と
な
り
Ｉ
し
た
。

【
晟
出
】

　
一
１
年
度
と
比
較
す
る
と
７
億
５
、
１
１
７

刀
円
の
減
と
な
り
ま
J
4
r
（
仮
）
会
津
西
部
ラ

イ
ブ
セ
ノ
タ
ー
用
地
購
入
、
一
中
体
育
館
建

目的別歳出総額705.330万円（100％）【390,786円】

一一一一

商工凛の振興に

21,623万円

　　　(31％)

【11980円】

皿㎜

･‐●･●慟･9●

..ｴ..､.旨;「

､.－.2°゛

･●f畠-歯●

21121万一

...－J？

●一一　　　

lal一円

　消防組織の整備に

　26,090万円

　　　　{37%}

　【14,455円】

3

農林業振興に

45,403万円

　　(64％)

【25,189円】

一一

堆雨滴li負担金

　　70645万円

団員報酬

　　　1950万円

分団運営費

　　　58y万円

公畳畳吻j19万円｛13.S％｝【61,白Ｍ円】

・Ｑ忿から力いi,LK廓i

　　　10S39乃円

・農業笑落排7X事業織出

　　　34杓妬M円

‘中山一助咳辱・・－払

　　　2457万円

’水田農業構造改・地域調

整推進

　　　1028万円

・松《い虫郷－雛防陳

　　　710万円

庸擲，予防衛生に

　48,279万円

　　　〔08％〕

　【26,749円】

皿罫7冒皿

Jr｀゛'゛゛

　　　IG796万円
一反病予防対策

｡-｡｡｡｡ぷ昌7

.｡s｡｡｡441o゛

｡。。｡,扁;s

　　　2M3万円

その仙災斎甕JI費12.箆¶万円（¶､ﾌ％）

皿『



普遍町民１人当たLJに笥われたお金町民１人当たりが納めた税金　１世帯当たりの税金

費計　総額39Q786円　　　７８８１６円　　　２６１６１１円

1・・根拠】哩&,70偉5330万円納付税誦14曼2255万円Å|口8049入世帯５３陥こ哨18101）

　蚕弓|

2億８０３２万円

斌　出

67悒4955万円

斌　入

70億2987万円

ら一１､金

　　５００万円

2億8.532万円

　差引

１億4908万円

　　4倦1415乃円

β5一心劃a497万円

　　70億5330万円

　　４悒1915万円

05繰入金;△他93万円

　　73億3.862万円

　●膀右

一一●訃

・７麗冒一一眼士地

・疆軸・麗麗特別●計

普
通
会
計

4451万円

1,4411円

S●SDO万一

康　出

18億2692万円

2G悒9101万円

12億1621万円

　2僅Z046万円

　2億7715乃円

　5悒1103万円

61僅9278万円

畿　人

19恪７６００万円

20悟９１０１万円

12俑６０７２万円

2帰7046万円

2悒７７１５万円

5悒2544万円

６４億78万円

名

序保険

保健

保険

　零県

計
ぶ

　
会
民

人
環

水沼

国
老
介
下

農業聚落梼水事業

水道事業

　　　計

特
別
会
計
等

　
特
別
会
計
の
主
な
内
容

－

昨
年
切
月
に
国
の
医
家
制
戻
改
正
が
Ｉ

り
、
国
保
運
営
一
定
住
の
た
め
保
険
則
咄

共
同
安
定
化
事
業
か
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
―
て
局
る
各
市
町
村
か
ら
財
源
を
国

保
遠
台
会
・
Ｌ
拠
出
し
、
医
９
良
等
の
支
払

状
況
に
よ
り
再
配
分
を
受
け
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
に
増
加
し
ま

し
た
。

－

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
、
老
人
医

療
対
歌
琢
齢
か
加
唆
か
ら
汚
辰
・
に
引
き
上

げ
・
つ
れ
た
こ
と
で
、
新
規
の
受
給
Ｓ
か
無

か
。
た
た
め
、
萌
年
生
と
比
較
し
て
医
療

一
一
順
が
２
、
８
％
減
額
に
な
り
ま
し

た
。

－
　
介
一
保
捜
料
の
改
定
と
、
制
度
改
正
仁

よ
る
介
崇
予
防
に
杢
点
を
Ｉ
く
「
地
域
支

援
事
業
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
』
れ
。
に

よ
り
吸
入
置
出
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
５
３
３
ｍ

　
３
８
５
ｍ

３
、
７
５
２
㎡

を
楠
奮
・
整
備
し
ま
し
た
。

－

坂
下
座
処
理
区
の
古
坂
下
、
桜
木
町

上
町
羽
林
地
内
及
ぴ
坂
下
３
地
理
区
の

新
町
で
延
長
・
計
ａ
１
７
ｍ
の
管
ｉ
埋
設
と

舗
装
僕
旧
工
事
を
実
話
６
１
し
芦
ａ
ｉ
た
、

坂
下
菊
池
叱
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
脱
水
機
股

一
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

―

八
日
沢
処
理
区
で
延
長
計
１
、
６
２
７

｀-皿

　これか６右菌や置かａｓ査伺●●か宦す宦官●浦Ｓれ・ことが予鐘きｎｌ曹．早●1●匍塵●一睡

●ｓＱめ㎜㎜・●員●四－ぴ．雅鳥●●匍を皿したり、鏡面皿昏慟員による寵重

で睡鐘したり．一睡Ｓ鮑舗署lil･9てい・官．

　栓●槽鮭が睡運むないよう傷睡とヱ甕害こ６Ｌた劃撞偏僣署右ｓてい自自営●で．ご●鴛ｌご瞳

力慟S■1'いたＬ幽－．　　　　　　　　　　　．

籐
し
ｉ
し
た
。
真
木
・
潭
尻
処
理
区
で
は
、

補
助
草
案
に
よ
る
管
渠
埋
咬
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

－

仮
Ｆ
莱
第
一
地
区
士
旭
区
画
整
理
事
業

と
下
水
遵
寥
策
乃
び
置
県
果
一
排
水
乖
腐

に
あ
わ
せ
て
『
配
水
唇
の
布
設
及
び
布
嗅

替
工
事
を
冥
旅
し
一
し
汽
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平成18年度行財政改革プランの取組状況
　・では.li劃一改革プ５ゝ!琴濾17●塵－・迪s¶一里1を輦堂Ｌ．・●●里ｓ・一審

・Ｃ・Å祷●の一朗，●・働瞳自・・Ｌ馨に・り�ゐでい廊曾．

　下・自恣・．耶Si･S�lr・・L・●・プ９ンの内奢ｌ朗●●･･す．　･‘

　ｓ昨崖も塵麹●ｓ●一鮪働●しａｓ６一銭・ｓＬていｓす　

夕

　　畠麹・・　　里紘的ｓ内麹　　　　　習習ｌｌ

Ｏ堰λ甕‐ＬＩも・

　南ilu用劃一ａ砥９　　琵r゛・‘・“’‘撫｀　　１１,ｇｌ１千円

　・・堤餉廊向上銅・道Ｓ塵の・朗・ll審強健ＬＩＬた　Ｓ,４１Ｓ千弓

○重出墜鐘支ｌ●自

福祉制度改正に邨う

手当の見直し

四股給与の削減

議員報酬の削減

職員給写の削減

職員各手当の削減

弗常勤特別報酬の

明滅

職責定数の削減

臨時職員の削減

委託料の見直し

入札制度の見酉し

補助金の見直し

消防団員の削減

介・￥●・町晨櫓非・・・・|こ種

塑むました

町摺９０Ｓ剛一．

屋徨･種掬摺ＩＳ％剛漣．

叙λ昏昏廃止ＬまＬた

Ｓ‐楓●ａｌｏＳＩ削・Ｌ●Ｌた

(嶺ａｌａ遺嘱よりー種堂置右

　４泗雨淵ａれます)

月紬・揚窓・朧朧亭幽をＳＳ剛滅

ＬＩＬた

儒・難字一座５ＱＳ削減Ｌ●Ｌた

Ｓ●一喝削拠甲自害自||・ＬまＬた

客種●Ｉｓ●Ｉ�害Ｓ％●・ＬＩＬ

た

７Åの遭‐●iこ捌Ｌ．一雨を¶Å

きＬＳＬ吏

耶威１７ｓ童よ1JlaA削減ＬまＬ

た

外部一一ｅ重一●一柵・制１剛Ｓ

Ｌ窟Ｌた

基寡櫨諺ぬー・を●・●ａ隻・と

ＬＩＬた

より

△9500千円

△16167千円

△６８↑６千円

△52000千円

　△4173千円

△16372千円

　ム5420千円

△55.736千円

△20310千円

△47813千円

△1.8GO千円

△16000千円

△23.412千円

△1.150千円

29420S千円

落札謳を抑えました

各極団体辱への補助金を１０％削

蹟しました

団員数の見直しにより５０人削減

しました

平成18年度の効果頓合計

▼閤い合わせ先

　会津坂下町役鴻政策財務部行政経営推進班

　TELS－1532（内縁311）



ml

町職員の給与･定員状況を公表します

会
津
坂
下
町
役
場
一
一

行
政
管
理
班

�
（
制
）
１
５
０
３

霖

Ｓ

　
職
員
の
姶
４
は
、
国
家
公

町

税
員
や
そ
の
他
の
地
方
公

共
団
体
の
職
員
、
そ
し
て
民
間

の
給
与
穴
凛
等
を
両
建
し
『
町

蹟
会
の
’
議
決
を
経
て
条
例
で
〔
之

め
ら
れ
て
い
ま
す
ぴ
、
町
民
の

旨
さ
ん
に
こ
理
解
い
た
瓦
く
た

め
に
、
そ
の
概
要
を
お
如
り
廿

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
・
り
も
、
地
方
分
権
の

推
進
や
高
齢
化
の
湿
原
に
侭
い

行
政
需
要
ぴ
増
大
す
る
天
資

小
の
経
論
で
辰
大
の
効
架
を
學

げ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、

な
Ｅ
一
層
の
適
正
な
蛤
」
弓
乃
び

定
悶
の
管
理
に
努
め
て
お
り
ま

で

区分

　住民基本

　台帳人○

旧’９３２い

庶出噸(千円)

　Ａ

実震収支

C千円）

λ吽●(千円ＩＩＡ弗翻

　ｌ　：１圓／ＡＩ

前年度

人件費率

一握la一里ls,laa人７,０Ｅ３．３０９ ２７ｓ,２ａｓ ｌ,ｄ５ｄ,ｓ２１２Ｑ．ａ徊ｌｇ．ｓｓ

　　　　　　　　　　　　鮪　Ｓ　礁　　　¶Å一息1j鯖

　－一・●鋤働鳥幽剌　麗麗祁幽幽－・麗鮪　剖ｌ　柘‐（I/･j

　　　　　　　　1千円）t千円1　一一1千円】1●円］1千円1

illg毎度ｌａｊＡ８９ａ,ｕｌｇ ｉｌ,３１３ ２ｊ７,７７フ1.CSO.log alSS

I腔）●‐め謐軸li.哺價|こよ1j耶幽ISS度から．幽糾貝●aS匍にｌａ,ａＳ壱麗むた一座．匈］盾IS･12

　貝憲一ａ旛ま早自1に●ｄて一麗Ｌてい１曾．

４凋鎗朗貝舗

ｓ５２．２Ｑｎ円

区分

大字７

短大卒

高校卒

中字卒

般行政職

　　　平均年齢

　　　４４７洽

枝吏労務職

平均給料月額

2876GO円

　　一趣朽・●

・・肪仔皓漣圖コ匈‐彊加刺●・峻

フ0.］○□円

４Ｓ．ＣＯ□同

Ｓ白．４ｎＯ同

１巳３８００円

ｌｂ３ＳＯＯ円

１４２ＳＯＯＦ

ｉ一年鮪

　Sn.a麗

技

任罰
一

●労務�

岫樋用ｇ諾岐遠軸l槽

３５６００円

２フフｏＯ円

ｌａ０,９００円

１９１,ＳＯＣＲ

　区　分

　　　　大￥卒

－MMﾗ政－短大卒

　　　　高校拿

捕娃労務唯高校卒

●壊匈働ﾌ匍ｇ上

　　IC佃喪�

‘２Ｍａ．０口ＯＨ

コＯＳ．１□○円

ｌｇａ．月ｎｏ祠

　�幽趣ａＬ

座礁一巻la細Ｑ上

　　ＩＳ●優渥

２ａ９．５００円

２Ｓａ．ｇＯＣ阿

ｇｉｄ．２０Ｃ円

　�幽●尨Ｌ

経験年数15年以上

　　20年来満

３ｄ２７００円

３‘２６９０Ｇ円

２８６３００円

２５５．４ＱＱ円

｀罹㎜



團軍平ヨ

助－手当

合計

ａ貝旛

　１．ｄＳｇ

Ｃ,７２Ｅ一一

１．１２Ｓ月分

Ｚ・ヱ当（最高限戻聾）

その他

手当

一面

17年度

７成

IS年疸

区 分 扶養手当

１２ 月窟

１，６月９

○７２５月分

２３２５月分

自己都合

ｄア５月分

　住后手当

　●　糾

　　ｓ．ｎ月分

　１．４Ｓ月Ｑ

　ｄ,ａ５１１

　巻●一碧

ＳＱ．ｇＳ月樋

通勤手当時間外手当・渚地手当

支給屁裴２２３６５千円58S5千円６１２０千円１８６３２千円１３０２８千円

職昂１人当たり

支給日額

支給総額

職員１入当たり

支給月額

１６２０６円6130円４１１２円哨173円13S59円

２７３５&千円

２０３５２円

6068千円６３５５千円２２０７き千円１３３９１千円

６５６７円430巧円１３５２９円１４２４６円

(Ｊ職員１人当たり支給月額は、支給総額をそれぞれの支給要件に咳当する職員数で除録し算出

　区　分　給料月額等｜　　期　末　手　当

　　　町長５５７２ＱＯ円【19年度支給割合1

給料　副町長544000円　６月明　１２月期　叶

　　　教脅岳509200円　16月分17月分33月分

　　　謎長269100円【19年度支給割合】

報酬　副唯呑217800円　６月期　１２月期　叶

　　　議員198900円　16月分17一分33月分

（汪丿上l己給刈月額等は、町長は6月から特例|こより30％減頷された額、剛町長・教商長は6月から特例に

　より１５％減額された額、疆員は4月から特例により10％瓦頷された額となり・す

皿I『

分
椚

区
部

一過

!1酋

S ･9

祖会

紛務

税Ｓ

民生

葡生

ｌ杯7屋

鴻上

●●置

ＨＩＳ Ｈｌｇ

　９

１１

１２

２４

　Ｓ

１４

Ｓ

３
ａ
３
４

　
３
１
２

８

１３

５

士寓ＩＱ １９

加老年敢皿｜区�

Ｍｌｌ Ｍｌｇｌ 圃門

　□　□Ｉ●ｑＳ●轍闘

　○

・２

　０

轟２

　□

　□

▲３

1　1k遍

□gSly]k‐
・:';・・

轟１劃一1111

Ｄ
Ｏ

｣|･吋１２１１２３ Ａａ 血３

小計

麗麗機

ＭＩＳ Ｈｌｇ

４Ｅ ｊａ

Ｓ

４

Ｓ

Ｉ

２ａ

６
４
５
５
０

　
　
　
　
２

1注）上記蔵Ｒ数は、毎坏４月１９現在で白治吉行政局公務貝部能本安全推週至び了べい

　　・一ヽ一一一一一一一一一一一一一一一一－

｛教芦長、一冊●同を除《；の人数

対餉年増減数

ＭＩＳ

畠３

▲

○
○

○

同１９

▲１

０
０
０
Ｑ
Ｏ



Part3
．・　　　　７５塵・上ａ方へ

平峻20年４月から新しい高ｌ●医塵劃度がはじまります．

　　　　　後期高齢者医療制度1ごついて

　奪回la.・癩植�窓口で･ｇ自己包塩害|ｉとｇｌ糾につL1てこ･¶ｇｌＬます．

　　　　　　　医療撞■窓口での自己飴桓劃一

　痍�塀ａ・口で支払う自己負揖猿舎li.纒朽の一人優個劃塵と同種「こ．かかコた医

自警の１割負担ですか．纏徨迦みａ所興が恚るカ（■糎一喝か11S万円以・の撞・

ｌ●ｌ厘●ｓ・佃魏壇で同一き警め・λjl一定・以ｌａ堰き】は3●・・となりま１．

　　　　　　　後期高齢者医療制度の保険料

　後期高齢者医療給付等に必要な財源の構成は、公蕎（約5劃）、現役世代からの支

援（杓4割）のほか後期高齢者保険料（約1割）となりまＪ。

【・療給付費等総額】

／

ぐ国

　　必●

銅・剛一判－む1:11

　　絢5・

後期高齢者の保険料

　　約1割

後期高齢者支援金

(若年者の保険料)

　　約４割

　　　　　　　4

⊇

4iiヽ汎
　　　　　　　ごご･

㈲

後期高齢者の保険料は、彼保険者全員か負担丁る’均等刮」と、

所得に応じて負担１る「所得割」から構成され、保険料率等は広域連合ご設定し２年ごと

に見直しを行います。

　後期高齢者医廣制度ては、介護保険制度と同様に、披保険者一人ひとりに保険料の計算

をおこないます、

　なお、福島県の後期高齢者医療にかかる保険料率や所得の低い万に対する減額措置等は

今年の11月下句ころ決定される予定です。

　また、被用者保険の被扶養者として保険料の負担がなかった万については、激変禅和撮

置として後期高齢者医療制度への加入時から2年間、均等割額が半額になる措置も考えら

れています。

　　　　【問い合わせ先会津坂下町役場生活部保険年金班TEL84－1501】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’¶I㎜



●J･Ilifljl･･i111dj、Iljil･｜』」｜｜

にね.･1を鵬SL711､M‘i一I.II･I.

痢を６とjj特定さ11al蝕巻．

固定資産についての

　　　　　　お願い

~届け出･手続きをお忘れなく～

　1『|眺・�lllといL･ます１に，ﾄ.暗．‘ｉＭ・佃』:|JSji!

・といいます】lilll｣'1ていａ人i･.その|,41‘宙nl･‘l!の|･|||･

苓ghl･a宦悩一・liflﾓ嘘all｣･I｣･l･jl･こ餉めallllでＴ,．

　年内（12月末まで）に完成予定の家屋は、

平成20年度－税対象となる瓦め、家屋評価を

おこないます。今年完成し、まだ評価が済んて

いない家-や、現在、新築・瓊笑中で、完成の

時明がわかりましたら下記へお知らせ《ださい。

（哭成後、職員か家屋の評価に伺います､）

斬たに共有分の固定点岸脱を０座振替で納付

了る場合は、別途、共有刺名でのｉ出か必苓と

召ります、すでに口座振替で納付されている方

も、あらためて金融機関へ届け出をし召いと振

醍できません。（金融護関へ届け出るときに、

共有名義分の振替であることを窓口で確認して

ください｡）

　家屋士均等の相続で所弱者が変更となった場

合も、○座板励や納税組合に関する届け出が必

要な場包があL｣ますので、詳しくはお問い合わ

せください。

　建物を敗り壊したり、消失されたりした時は、

届け出てください。翌年度より、滅失分の固定

鰻涯税がかからなくなりま７．届出を忘れると、

既になくなった建物にも贋脱される場合があり

ま７ので、忌れすに届け出てください。（届出

用紙は税務管理班に備え付けてありますので、

印度をご持参ください｡）届出後、瓊況を確認

させていただきまｙ。 これらの他にも、住宅の酎騰改修やハリアフ

リー改修（高齢老将に対する安全性や介助の容

馬蛙の同上ｉ目的とする改修）を行った場合は、

固定亘産脱が軽減される場台か而りま７ので、

謀しくはお問い合わＵ《ださい。

TEL64－1502内線225･2261

　一睡20S1月１自噴・t一荊鞠Ｌ７Ｌ‘る．軍霧

屍櫃－偏ａぞ機軸・一個・傭・●1は、早迪

２ロ早置●箆●・・が�一きれｌす．謐幽きれ

ｉＳＩこは、１２貝上旬に「�釦量席申Ｓ・」を

辺似ＬＩｉａで．必娶事項・・λＬ曙Ｓ・でiこ

揃・Ｌてくだａい.1盾●‐λｇや幽塵ｇ審加

●倫ｉしてくだきい.1

　　　【問い忿わ廿先会淳坂下町役場総務郎税務菅瑞班（固定資疸り

Ily
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ほっとな情報
麗麗な話麗・朧朧を一介しま曾

～

～

働塵と童顔と宜此の豊Ｓ

　　を開催ＬＩす

　|皿まつLd｣と｢価雙宣他幽｣

甕自問�観L.●諾で１迦目・な

り・曹.SS-1甘薯でt差a7.

今飴ｌ一大ir�慎L●II

　き・ＳＩＳ４ペント右観L・7

aで.畿き･ｾﾞひご場勣《吏'きい.

・讐むai一場鶴観内観ゆ●麗

　g折り込み子ｉりでl･知15泄Ｌ

　まｌ．

●闘問りインl　　　　　　l

　sil廊11月ssl士1　　　　1

　･llag　　　l

●壇盲

　al･7･健塵慎一セゝs一

　●幽公一価.町屋低慎鎗趣辺

●趣11●ね･檻

●置ｆＦＳ●爛

幽趣佃一一価鐘撞

TILU-ISI

　平成19年11月ｸ1日

▼胴金項目

坂下小学校・若宮小学il

交通安全鼓笛隊パレード

　　を開催します

｜姻塵か●jlt.町内審jiし一ド１

・座すｓ７．憧ａんご一握《だき1¶.

●白峰

平成19年10月12日〔金〕

(雨天時は如月15日(月)に変更

になり・す｡)

午遠２時坂下小学校出発

交適安全鮪笛唯バレードコース

▼問い会わせ先

　会津坂下町役場一柊箆

　情報防災班TEt84－ls一
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鮒20回会津坂下町

　『少年の主張大会』を

　　開催します

　町所少年一成IJ致命塙clふ将

米を相つ印字住･高校生の代屍|に

よる主張発表会を開催L･す、

　日ころ考え讐じていることが発

表され･すのて､ゼひこ采璃《だ

ｙ問い合わせ先

　会渾坂下町祚両部

　住河学習班tEL日3－3010

｜

まちの話題
みなさんの活躍を紹介します

　花いｇぱいコンクール甕世塵を発麹しま曾

　･･･毘g･堤檻1!|::li･･1�心･塵睦S･･･.自ねいな･Ｓづ《

･JI個･す昌こと害回ag�雌し●Ｌた差L･5ぱいｺりり-jis畳･

看が浪s1.sLたａで．・知ら・Lま曾．

』¶畳鰯●4僧－噛j

㎜

坂下公民旨

中関淳E

ホラ

畠幽　｜

｀゛47s｀ﾂﾞi

－

牛Ｒ・・偏愛ｌ・●ｌａ詞：．４ｓｌ・佃嘸一飯●ll111

�カ噛匍●旭・jk頂壇●I･1･a●，

癩－噛Å畠
　　　　　　　－
Ａｔｉ

・寺匯

申ｎ眉昌昌隻向上摺●●

ゆ匯1繭紬・鳶旛匍�昌義

・寺愉‐佃査●ＩＩ

Ｉ●Ｉ・個兪●●恐

１;●ｌ下・・壹1jJi寧匈

ｉｌ●ｌ下・laljji・･S

I●塞り111 金上専壇保全委員会

▼主催

　兵,零頗下町花しっぱい推進ｔ一会／会津坂下町

　会津坂下町政商香ｉ会

ｙ同値

　会～坂Ｆ町帰化疸遺香概念／帽コメＪ

▼吻い合わせ先

　会津坂下町教育部生涯学習班TELS･30?0
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　　　蜀られａよａに．ｆＬて．ゆ一種ｓ・‐●・と

'I　してＳ羞Ｌい仕事S'うまくいくようiことーコで

　“　います．エ・llil16Ltl駿�になるとー1･S

III･ ・ ・aそＬて．・Ｓｊうに．日窓ｇ・●嘸‐し肺

ｌｌ．るごと右■い騰－．　　　．

｜●！・　１鰐Ｓａ日恚7･め昌いＳ●昌に．ｇｌｌこ44

1111:、.･j・|こ曙Ej自害．こＳｉ畑li.窓一に曹11邑t
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百千匹‾こ‾
　こんにちIJ、・7こ百

　これから日本、坂下に性むのｶとてもま。み

です。

　中学校の生徒のみなさんに友達になれれ|恥

いなと思っていまづ。仲貝《なれれ|ぷ、私ひイ

ギリスについて教え、みなさんから日ム|二つい

ていろいろ学へ６むりてす。

　日本の生活「こついてたくさん字びたいと巴乃

てい戻すので、ようし《Ｅ咄いしｉｙ。

　日本籍の勉弧は、ヘストをつくしてがんばり

たいと忠っています。近所の方、友達、同僚な

ど、みなさんとお話しりなかっ勉惺しぐいljlよ、

より早く、上手に話したり読んだり署いた

りすることができると思います。

　また、坂下町の佳人として、なかまに入れて

いただけるのｉ楽しみにしています。

　日本に看いてから、坂下のみなさんはわたし

をとても男瓦たか《迎瓦てトさり、助けて下さっ

ています。坂下に暮りしてみて、とても良い反

遼ひできｉした。

　これからも、良い関係をつくり、もっとた《

さんの方と出会い、男たたかい笑顔と抹茶と

眺を一緒に琴しめｎはと思いま７．

　よろしくゐ輩いし乖す。

出身地

出身大字

趣肺

プロフィール

イギリスサフォーク州

ノツ７イノカム大字

水泳、読書、映画鑑賞

｀¶E㎜



　幼稚原拠入ｉ児及ひ預かり保丙置児を蜀榛します.J､子

さんの入園を希望される方は、申し込みくだぞい。

　凶汪・嘔のおチさん|こついて|ふ、申し込みのi唾lg尽

　Ｊｔ･Ｊ

ｙ入－及び預かり侃同対象凰児

　会津坂|町|｡呟呼Iを句７るこ、②のお子さん

　Ｕ ｌｔ児深長〕平収li年４月２日～

　　　　　平成IS年４月１日生の・予さん

　４１忿9C年･詞平成1駁i4月？日～

　　　　　平吸16Ξ4月１日生のお了さん

▼幼措置預かり保青について

　幼稚-預かり保賭は、－贋者が専業を隋ち、家族で切

　保角な逐鹿な園児か刈象となります。また坂下幼稚園

　のみで切伎掻となりま貳入園は坂下幼稚函と召ります

Ily

各幼稚涵

瓦盲面面圓

　　　　図匯|面面匯

　平iQ叫享４月かb、f下侃爾荊へ入所を希望芦れ5お子

六６を享・し宋７

▼対象とする保陶所為会家政下l立|ぶん17保斉所

　　　住所会津坂下町掌松ﾉ凶IS唾埃

▼対欧児童平成2α年４月１日現在で

　　　　０幔勝戦6 ･｡ 月3～3鳶iでQ謬L幼児

ｙ暮農人･各年鮑･若不名

▼入所条件

　次al⌒ｅのいずれ削こ診当する侃司が萌しい方

　①保斉一が家慮外で笥いている

　121蚤膏考かー庭内で飴いている

　③咀のいない家庭聊母親の出藍・同気等

　⑤病人の介懐郷　面刄屑の災等等

ｙ保育菊間午前日恥30分～明良４時笛分

　※ただし憚落書の訪務時伺|こよリ午前７時～７後

　６辱まで、さら|こ延長保両な4忍められれぱ午後７

　Ｓ宋でとなります。

▼保育料平成ぼiφの哨㈲こより泥足します。

　吸入唐印込書拝出蹟|こ源一様政章の写し又|£確淀捧

　き書の写しなど所得のわかるものを提出してい瓦だ

　《着色があります。詳しくは召問し会わせくださ1ゝ

▼申し込み潮間

　平成19年1ﾛ月?2日明)引1月９日(金)

　午前日R国分～牛後5聘15分旧・祝日は障《)

　〔ただし土曜日は午前中のみ至け付けま劉

▼申し込み方法

　'入所申込書〕をばんげ肇両所|こ提出してくださＵ

､申込用紙|£

　Ｓ，●し・ぬ|;

●●Ｌｉゐ場劃

○坂FJII西りI

○若宮･主上･広葱地区は各幼謄憚

▼申し込みIS

平唆19年10月24日Q幻～26日（金）の３日閤

ｙ受付岬間午後Ｄ時3紛～５時

ｙ捷出歯細入･許可苛苛貴書〔印檻をコ寺参《ださい〕

　豪佃かり保両希望の方は、函なり保育申込書J「益瞳

　証明書、Ｓ記入してい瓦だきます。

　奮各凩iU入-する各坦症の斌廂圖と会津坂下町教酵

　委員会教可聡慧班|こ備凡てあしJます。

Ｖ保毒料

の莱Ma脚零度の通愈保肖料１か月5∝i円《予偏り

λI預かり保内料|こついては、朗吟E分かあります。

　　゛洒零俣壽判びja封4金）

Ｖ問い包わせ先坂下幼稚昌iEU3－2410

今可も恒徊勁町刄1Tキングを開催いたします。皆?ん

で哭しい紅葉を柔しみましよう。多《の参加E石待５して

にJます

▼Ｂ聘平咸l9年11月４日旧〕雨天決行

y場荊両だたら函谷自然遊歩道

▼募集足員９名｛申込み凭着順｝

ｙ受付10均11e（郭～19臼1余）

　　　士日を瞳《

　　　午陶ａ時恥分～午後５時15分

Ｖ参加繭･j円（マイクロバス代苓）

　窓口Iこ備凡てありますｊ

ｖ申し込み・問い合わせ先ばんげ保可所rElg-3202

Ｖ簒業種自２等・・同一空士

▼弧顧員格日本囚ｉ剖寺つ、16才迂回7才ゑ馮の男子

▼Ｓ寸練切２成19年11月2畑(恥

▼騏現爽期日平成19年11月３日(９)

甲試験科目固結数学・社２〔択一式l作文、□一成

　　　鯛〔伍諏〕面接3、身体啖査及ひ適性捜査

ｙ合格発辰叩成ISi12刀下旬

｜▼入隊予淀平成２年３月下句

●●し忌み廊l●署雄大ｉ皿み１●●むくほあ気仙わ１１ＺＳ

　　一き1ゝ麗麗7-g娶刺11k･たしｌ廿＆　●懺1･幽わ・・麗Ｌ・ゐ翁

●●櫛ａ間風‐歯、裁ゐ一．・９ﾌ●　　帥楠畠●㎜槽畠・ｉ憧ｉ・幽●麿S檜由皿

ｙ苧鴫慟自Be岑ャンセjkzつtrrl.皿塵を●●｜●S●●鬼ｓ㎜ｒ-¶

　　Ｌ・誼＆.　　　　TII管畑＼－17－●121



　　　　●lfl軸●●皿●●皿●●111

fSj●λ齢ﾀ･j

●●″一一●曹●SS●●鵬ぽ●Sj

　　　　　　　　　l曹f讐●j

皿●－Ｗ。ｉｌ曹四●f歯ilj

　　　　　　　　　lφ●●●】
　・「if」・● ・7●鵬●ｌ廬●●ＩＣｊ

　　　　　　　　　ｌｌｊ威●J
てあり疹4.

面面図面面‾’

　　　日面公辺面

　　□　圓

　｢広報もいづばんlfll3毎回IDRI･－了､･輝々ぷ嗚咽

1陽気1.でいii.

　しかI、子Ｑ情報はr匝の晋さんが必響としているもの

むのわ?どのような嘱附加必l･のか7

　j聚こEれる広啄紙を作成瓦石｢こめに､広べ町民の旨き

んのこ応堅i頂き7こ《｢広報あいｺばんげ｣の･－クー在

慕昿しふ7.

1▼対象町内在住の10代ぶ七上の男女10名秤度

V内容

　ぶ｢C報昴いづばん|刀を読んで意既･一望を又章で

　雄1k

　jﾓﾆﾀｰさん|こ集っていたださ、お寄むいただいた

　　一阿･･Zをもと|こﾃﾞｨｽｶｯｙｮﾝを行-λ

　※こ憲Rはその後〃斌面づくり|こ活かしていき･す。

　▼薯菓拓哉

　　平成19年10月15日Lq}~1ヽ月9日(きり

　　(忿･Ｂ･祝日を除《午明日吟ｒ分~午後5時ISI

　▼φし込み方法

　秘塞広報班へ畷iで申し込ゐください.

ly申し込み‘陥噫わせ兜

｜会澪坂T町役鳶総翠部秘有瓦報班rELB4-2477

・１回バソｌﾝ教至をﾄi己のとおり矢箆い及しまて。今

回はエクセル（簡単な家計簿・漁;･算lです、さひ、あ吊

し込ゐ《瓦ｇしゝ

Ｖ日時平咸:卯EIQ月22日（月ﾘ～25臼（木）（４日闇）

　　　午後6咽分列一助1

雫隣保場所会-坂下町中央・坂下公民院視聴覚室

▼内容エクセル〔簡単な可附耳・汲i1蛎

▼対象者町内在性の収成人

▼淀員12名（田し込み先ｓ㈲

ｙ参加薫図0円（テ･スト代）

Ｖ申込受伺平成19年10月11日（匍～l9日（金）

　　　±、巳を除《

　　　午前日時部分～午後５岬15分

ｙ申込方法ヌ与スト代･匁えて

　　　ｰ一一

　　　６込みくださしゝ

▼耶し込み・闘い合わ苛先

　如丿坂下町巾央公匯笛

　TELg-3011

｀-

哭陛も女陛５生別|ここだわらす

r自分らLバｊ践I-いきいきと

蕃bせる社会を目指して、暮ら

しの中のそれぞれの.照いや粕Ｚ

・疑問などを、五・七・五の|||

柳で表現してください、

端粛ｉ項｝

ｙテーマ

男（ひと）と女（ひと）の蕃ｂしのなかで

～瓦瓦・地域･町場・その他へ

▼応募資格

町内在住宅及び町内の学校

る方

▼募集真臓

・畢瓶原こ就学一助務してい

　孝一laSll－17同l－}S･-

●-S

｣|llll盧一Åｌａｉ７とＬｌｖｌ痢●塵ｓもｓｊ．一Sal

�●陥･ir.｣||●l佳罰･氏l・べゝＳ－ム哨ｌ奢1・

偕●・電舗●●・・・Ｓ・-･１て４ださUos･s･

ク2司1

●繊麗唸堂皿必・ぽでも四で自ま１．

ｇ て昴りｌｙ。

ます，

▼ま催者

　喉女嗣蕗推迦踊・町教麟融

▼入賞

　時選・婁特選･佳作･入選（入貧者には粗品を盈£）

Ｖ入賞発表　　　　　　｜

特選、早伸遍は、載人にお㈲ら廿し、健筆と底業と文化｜

の煕掬｛11月ａｅ｝の尿に一彰いたします、その池の入｜

員作品|こついては、本人|こ５知らｔするとともに貫状

及び貫品をお送りしｉｙ．

・た、町血報眠に鴇載及びfi會坂下町中央公民館ｃこー

'こ展示します、

ｙ作品使用

▼徊し込み・・1合わ廿先
帥坂下町蝕紡錘零顧〔中船哺内〕

〒S9－S545会･城下町字笠・田1311－3

TELB3-301a F4xs3－449a



　図囲図面蕉

圧淫祠面面

会津坂Ｔ町出－の戦没＆?27柱のｰ霊のごｚ福を心か

らJI祈り叩し上1717｡

7の大敗r一石いて祖国・日水の栄光!念し、平和を願

I.なから、・･､碑斟1となられた・英霊に対し、町と還無過

Ｍ脅で|は同こ湛跨な腔－i媛り遅さ尽い決眉を哨た|こ、

111霊のこ冥福を折り、追悼玖並ひに慰霊漑を行いまi、

yとき平成19年10月12臼（金）午前ID時～

ｙところ会1坂下町中央・坂下公民館大同修窒

▼問い合わせ先

　会潭坂下町&埴生濤部福祉班TILM-1501

日　洒］

隠珈g憲lz l馴圈艦．ｉ一室ajljll淵とｉ践摺]i

単の俣令5図るため|こ

５りｉ７．

　ｌだ浄化槽モ詮ｌしても、硲持管理|こついてljrあまり

わからないJ「昼壽に扁んだので大丈夫」という八も中|こ

rまいそと思し哺す。

　胴ﾋ辱･睨･した人使用７る人それそれ員任ひ而りま

すので、これを機に疋し1吻吋ﾋ檜の設置や使い方i心かけ

ｙ｡より。

Ｏ「馴ﾋ槽法」について

　次のJうなこどが定められてい・す。

　の浄化巷の設置届出やエ事について

。
‘
一
Ｉ
Ｉ
・
″

Ｊせ心

　梁既1は･よ‘μ年伺、敬一委員と

して。尽力いた瓦きましたーa衆助

氏同厠の任期渦了|こ伴い､後任

に宇内一広氏C爾潭〕か11会の同意

･愕で拝命なれまL､た。

　吟意交付式が、10月１日'こ町長室

(97りな竹内町長から辞令か手渡

-IIJ1だ

凛凛〕

空内＆ん13「保護者としての意見を申し上|ﾌﾟg,なら教

自行政発展の及め努力して参りたい｡」と抱自を語りま

した，

家･リサイクノL咄（正式名称「特定栞皿削壁箆再商胞し

･.」1「l.四嘱ａ一一６●ａ;

③股一条の水質検査・点検・潰瘍一定組検査

ψｌｌｌ-直汝した肴合の順潮垠Ｚ

Ｑ旋堂鐘撞|こついて

　建定皿良㎜ＬてからＳ●凋Ｓ－ご唇う7-暑聖と．

癖¶艶仙臨機臓at.この鵬aa

i●麗麗麗SI弓９ＴＬｌｌ一審ａ植ll1迪1 ･. 置宣楠蜀麗圈

【恭1・I●1銅¶１槽署です．必ず●li回lliれljなり瞳

２４．(・倣麗･lがi)･SldS亨.)

○寿吋ﾋ●使用に際し知っておいてくださいIS

'､硝§をリサイクルして、こj

すすめろ？のの法律です。

　使用できないまた腐い・凡の肴含IJ、収i店または専

門の収丿業者|こ員用｛収集・運搬手1鯖4＋リサイクJけ冶t｝

を負担して処理をしてもらうことになり・す。な函｀、料金

|こついて13、品目やメーカー仁より芦なりますのでこ瓢7

　－趙刄-で倚周されている次び綱目が家電リサイクル法

▼ｒ電リサイク1・対-品目

ユニｙﾄ型エアコノ、テレヒrブラウン管ga

・-J-、-一

蹴家電製品協会家電リサイ如ﾚ券センター

ホームペーy ittp //m rkc a一sorjD

会津楸F町役場生活鄙戸珊珊漫班瓦L徊－IS00

②台所で切、僥用済みの治やゴミは排水溝に流さ尽しゝ

こと。

＠その忠機能を脚ﾀるものは流さないこと。

･』－ﾋ●でlj‐－JI個・1･こと．

Ｓ四－●gS●1罰らー¶こ乙

＠優瘤●鐘と㎜11宦豊一|こ一1.

　･IIEllU句●優前

○ごうい９１●ｌ‥・

　「●Ｌ･ＳｊどL･」－プロｊＳ●皿ｎ．

　　　　歯槽φ眩l●感懐一里

　|歯一軍a｣-ﾌﾛ7,釧l●自弛s冪‐かｰ国

辱･:?,S:sr一一

lΞ二1

,

ごこご‘｀



亙吸19年分の飛の申告から、大Iが俣陰り帰一ｉ陥の保険

紅にJいて適用されてL

面面面面面■

　　　０｢司|司蜃面面

　　日　固

り折ｓに池●保険の保険料に適用きｎる所得控除制度

I凛警保一Ｍ卿蜘が菱洽さrはした，

のとおりです。

Ｊもｇ《吸末旋整の時明石辿ｉＪｙので、次のＵ程によ

ｇす。

▼対象者町内の汲ん及び個人亨業老〔斉邑巾医者を除り

▼日時平吸19年11月;5日Cホ〕

　　平癒１師沿分～３時（登il千晴１鴎～）

▼問い忿わせ光

¶.㎜-㎜S●座

圏ｦの陽一保険料控除(火災蘭鳶爾両侃節男)は平lv場所会,鳶坂下町中央･坂下公民館

　　　　　　　　　　　　　一一
�1･匍9S●Å唇I�li・塵l1一一］をも・・●止とな1.･｜

まｉ

なお、平成IS年12即

孚成19年１月１

控除

限度額

TEL(忙jり2?-4311・IELaS27－4346

・脅漂坂下町役場昧務緊悦稿腎堰垣rELa4-ls2

・疸|一匯せりれるー自取引税の脱税を目的IJ、瞭油や尽

日毎を混和して製造Ｊ・燃荊、｜わゆ石r不正軽油は

公正な課税や石油、運送、

跳返ｎい金かある保険契約（積立型保険契約等目次経過

措置の対象となる場合が而ります，

地暑保険料控除の祭殴

･火災保－こ付帯さｎる、居佳吊衰屋またな生活附匙趨を

存知の目的とする珀●侶鴎挺約び対象となります。

・所得税は平成19笛分から、個人住民税は平成３洋分から

Qi同となります。

を哨ずるだけてな《、大既汚染や吸敢ビyテ毎の不正投棄

|こもつながり私たちの値原や生活を剛」’す犯男で７、

　ここ数年で石正瑕一問・X振正Iこ対処4るため、地力税

法1駈､自取SI胞に石け6罰則か強化され、一盈版鬼

使用だけでな《、保管、厦殖など不正軽油Iこ係わるあらゆ

る人に罰RI同源用されるよう､こなりました、

　県では、関係ａ偉とｉ力して不正恕泌の製造・使用の偕

止|こ取･J絹んでい戻す不正略･1の根絶・防止のため|こ

｀します。

りましたら、

叱ｇす。

地震保岐料の全額

{5万円限度}
｜

｜

地膚保険料の

　2分の1

(2万5T円限劇

　莱阪1･ilC月１日かI.、jへこの犀業主の力|､は外仙

人労飴否（粕.SI昨値否否除○のｉ用又はｰ匍の晦I.、当

咳外Ｚ人男倣活の氏名、汪脇剱惑、江智昭仙郷|･ついて廻

認し、厚生労働大臣いＤ一ワーク）|ご・け・ることか！

瞭付|すられます。可成lg生･0月I8時点で慨に雇用されて

いる外国人労ｔ壽については、施行後1坏の同〔平啜叫

ln月１日まで〕|こ提廻りｔ《ださい。

娠蜀隋を草ったり、虚偽の届出を行った場台には釦万円

　以下のr注かＳせｂれぶ７．

ｙ問し洽わ芒先

下ll廠でこ麗麗《・き11.

●置1’自わ蛙・

　･●推地方●㎜nL一一四

　●-I●||!IIIII lllll●|●I･●i.illMIIlhl㎜.|●

　・皿ループnL・一－一脊●

　|たき負・●Ｓ冒i･らλ．て（ａｌ．ＩＳ-|ご胞き虎・

駒11SQej.|署圖e塵で・一一’aSれてL･て¶●na1･･.!、

|署■、

､なな《

▼蜀い

ｊ（阪れない）などの否炳

が麦返答《なり（きていまj。また､秋の豊作次に妨っ池･

ホコリ|こついての缶－も寄せ。れてし４７．

一人ひとりの･LかIJで解消こきｉ７．自分のため1こけで

11LOM一ＱS－ﾛ29

ハローワーク会津若松iEL1242－S-3333

咆わせ先 生漓部

塵糞部

戸－珊珊朗TEL朗－1500

●練餌瞰掴rELs4－1515



　お㈲㈲|せ|㈱

匯司祠同日

　　・（四 回　因

|英一で発遥辺がる仲関未来へはばたけかJ喋つり」

　　　　　’￥２ｒｌ､ＪｉｺL.ス○－だ/ヽ

笈ロ開催され･した、嗚､ほリリハりｰの昨|･13、多《

乙I/方々Iここ采場II｡吸瓦き、厚《脚半L甲り上けｉｙ。

　さて今年135年|こ１崖の坂小まフリ、ｉ成鐙年度第一

次続剖ILの歿石の坂小としては最禰政坂小求つり|こなり求

心今回心眼･j呟フリは、子9な1の思い出|こ残φよう～楽

､I.･゛ヘト等なillJれiす。

町民み尽６んの多截の石越しをお時ちしております、

【第６回坂小まつりj

▼日時平収19年10月27日（士）

　　一寸午前日時IS～筒会午前a岬M5分～

▼場所坂下小学校

ｙ内容Ｔ哨常Ｓ発面会

　　〔子供たちか日頃の学習の成東を発膏しま「

　　午後坂小まつり

　　〔楽し阿ぺ｀ﾉﾄを轟轟麺|咬慧に武辺か滋ひます〕

ｙその他下足用ピニーy同器寄をご用慧《ださい．

ｙ鴎し洽わせ先坂下小字校TELa3－2s6

;∃Ejﾌﾟ]Tｺ几ご7

TEﾋ?'

≒巨比二-

三ごず

使いやす1佩Ｒ平壌を是非ご利用《瓦さい．

県民手帳

福島県勢要覧

１冊

１冊

　lOO阿

1.500円

▼申し込み方法

　まだ吸入されていない方は、役場政策企両班（rEL

胴-15M）へ・宦ｔ包で印し込んでくださしゝ

●11月１９日㎝）・20日CSals畠皿●●●ｅ⌒

た薗.‐鱒傀鐘とき価てい･ZIS●1.

●●噛･･発

　畠橿‐･淵li4ii lllsl-|||¶

ｖ上映平吸‘9年10月27S（Σ）千ｉ７時~

　　映画|不部会な貰浹．

む球モ変し、チ供たちをｔする全ての人々へのメッセーｊ

　　いますぐ行動i起さ・けれIJなら4し

ｙ場所尤蜃寺（茶屋町、町役屠うら）

▼入場il扱料

▼糾偕チェルノブイリ子とも基金吸いつ

　　いのち回和まもり隊|まんぴ

ｙ問い合わ廿先TELa3-2?1り（和㈲

Ｖ上映映画「□本の両穿」

▼日祷・堰所

　10月1301土〕衆母坂下町中央公民館

　１同ね３時節分･、･2守後６時３分－

　1明1旧（水）･la臼沫〕血涙風雅堂

　11月11日旧）仙豚や央公民館

　11月la日｛日丿田既ステーションブラザ

ｙ入場料一般１卯D円（当日゛5∽円）

　　学生e吻円（当日1μ万円）

※いずれの場所でもチケｙ削ま有効です、

ｙ申し込み・問い合わせ先

　いのち平和まもり隊ぱんげ

　IELa3-21s、ﾛﾌa－9・－117S（広田隅太凱、



４

憲包」面面悪

　　　　|巾‰如簾

　　・（四

l1一l1旧i洲la¶らS1旧lljljlaSIS皿i･I」で曹，

り塵･●ll，管一（�・・・閉一利）哨●●査λ噛ｇ廿

●|こ■して佃●や悩函ごa･.朽ｌ９－ﾋ･･|こ財すa糎－な

どIZコL’て．値さ＆と･tl罰a�IZ差，て閥凌・･｀●個I.嗜

首墨島・･一首．

　自害で右．蝸威･●i●でｉ�磯|こ応む１１．梱・ａ汽

|ま守り・すので、気軽|ここ相談《ださLy

2､1坂下男卯i政相談・は、

芦沢美也子きむです。

会原埓Ｔ即丿源TELB一揃7

▼戻放日巫成19啄10均17ヨ(7り

　〔仮下幼稚園は、町内こと|こ嶺旭日か右足aれていまり

　のであ問遍両のないようこ汗琴《ださいＪ

▼菊間午前９蒔蜀吋ヽｔ後１時

▼場所

　会津坂下町７旭区の各幼稚一

　の・。、靫匝予芝の幼唯涵へ

　g｣してください。

　S III西・ハ唱一片門坦xiの方lj、

　過《as㎜「Fs盾・aど･らでも可瑞？す．

●ｓ㎜ａ匯逞－Å幽賜ｓ・・き＆･

●・塵麗麗

　・一里ａ力がどなn一白付ｓｌｓて４た･s11.

　・・り・９・ｉｇ●ｌａ梼･.-IてこＳいF《jjきＪ

　・皿tlyhtｔｐ://ｗww．｛ﾄ■割●ｇ

哭厚Ｒ乙｢キめこと、近隣のトラカレをはじめとｇる人権｜

pS及ひ回収霖従n両I､ついての無料相良会否肺優。ふ７．１

ｙ□時匹吸19年|月６臼(火)　　｜

　　祚？トエ利所　　　　Ｉ

す場所

9S
佐藤弘子I大沢）

敢川景・（吊（入）

17,E:EF.z""

:ご：｡'ＺＺ７７-‘

　伍さ６のお越しをお阿ちしていふ７．

▼日呻平成1911胴2E旧I

　　　以前７時~０明瓦切れ欠第祢了

ｙ場所会津坂F町9場席駐申場

▼蔓売品危瓦産!埋g莱。屑産物等

仮冥ｎ委員命では一雨の出z若を募果していＪ百。

Ｖ翻い合わで先

はんげでも勧吊実行委員会事務局TELS3－5711

{会津坂下町役場厘軍部商工観光廷内}

大福擁ｉ辱・ ,DI図Ｅ（上金沢）

凶無恥（上抑p

行政相談恐ａ芦沢美也子（J）涸）

▼翻い合わせ先

　会丿坂下町老人嫡祉センターTE1Q-2S37

･|法●士、土地家唖調査士|こよる無料お1相歓会を関催

し・す。助産、土地家屋なとに闘する唄りごとの相談に応

じｇす、

ｙ日孵平成19年11月８Ｂ(匍

　　午萌り鴎30分～正午

▼場所会・垢下司・大Ｓ止センター

ｙ問い包わ廿先

を潭坂下町老大協祉センターTELa3－2837

※多重債務登壇（任意整纒､破産、再生）

※過払會返還予礦（消費者唾融からの偉入

　返済のある方）※ヤミ金等の被害者の方

　お気晋にご相談下さい、（初回相談無料）

二瓶義久司法書士事務所

　　食津坂下町橋本（元漬ビル２附）

　　電話０２４２－８３－１２８０

　有料広告募集中！

喬広報あぃづばんげ　:ご:1こﾌｺﾞｺﾞ

兪会潭坂下町ﾎｰﾑﾍﾞｰ匹ﾊﾞﾅｰ広告｝10a･円

で即自－９’一台｀゛I

-皿
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毎年この珊瑚になると、もみがら･稲わらの焼漑拠埋放

咀が怖《で大の粉か飛んでいる

町双即-Ｊれば、「屋漏者がqiなうｰわらなどの焼却」

|こついて|ま野焼きの禁止の例外として認められていま

す帆十分佃惹して震胞を恥瞬しらま７．

１凧の弧いsには行なわない|

２周囲の現場に旨意する１

－
－

ａ局ｓと福島・労働委員会では、旨さんの珊場の中で起

きている涵金や労働条件をめくる労優一の困りことIJつい

て・？g玖兵（恥密笏守3i行しＪＴ。良用3無料こi.

‐・　２　纏

・ゆ曙L｣|内咎働●祉●館

●凱７４タりり白同

一鶯●・鴉槍劃φ盛必擾館

咽監9!jライつ一糎贋
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●ISIこ働・Ｌａ２何・ＩＳ・●１１．ど包Ｓ右賞�･Ｓ

　ｉａで●昏ilir－ｉｎｆ奮g肌ｌしｔ一昏かaf幽
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休日救急診察当番

　　※･llこなる場合ひ5り・で。

　休日当畏医

寿松堂渡辺医院雪白3-312E

佐藤整形外科医院雪白3－1155

平野医院　　雪お－2243
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大切な自然を守れ！

　　　藻屑齢袋原区）
　袋原区と喜多万市豊岡区（川前）との間には、蛇行修正によって残された旧同賀

川河川跡の「川筋河跡湖」があります。上流が甘さ止められていて、水の出入りぴ

　φなLsことａどから．無心営巣彊化が達み．それが

　原図のＤとつと●えられる塵溜か'発生ＬＴいま曹.

　　|¶|喘洞齢･一は、●崩艶碓咄･ji・か測り．ポートを

　走ら廿ると風萱場・な偏角１遠Ｌむことがで･きます．

　また.jll戴といえぱ．かつて|ま日塞Ξ大へうづナ勉

　りのj･j力といわれ、全�からたくさんの太公望が

　訪れて・･J捷Ｌた．日滝岫lrlま、‐朧朋氷にも11U用

－きれてお‘J、同趙瑚Ｃ・饗鏑叱lj大きなＩ皺となｇ

　ています．

　考ｌ．全国モーターポート鐘走施行●協�●蜀出自を捌・とした輔自ﾖ自一角セン

ター固蜀魂機会ＳＩＳＩａ峻嶮を・Liて．河肋湖の水舗原色｢こｎり箆む･ごとになij

lLた．

人工･の恂遭
冷ｙ

一戸y;。｡。

　浄化の方法については、全国各地の湖沼等浄化で実

績のある群馬工業高等専門学校の小馬昭粍任教授の指

導を受けながら、炭素繊維と木炭等でできた人工藤を

川底に沈める作業を行います。この人工藻場に繁殖す

る微生物等の働きにより、汚濁物質を分解していくこ

とになります。

　地元の人たちや川前河跡湖を守る会、円貨川井出

資漁業協同組合のご協力を得なびら作業を造めてい

ますが、河跡湖の面積が広いこともあり、一朝一タ

では解決でさない問題です。これからも、地域の人

たちと共に環境保全に対する学習を重ね、自分瓦ち

が日常行うべきことを学びながら、大切な自然を守っ

ていきたいと忠います。
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